
第 150 回関東連合産科婦人科学会学術集会 

予定プログラム 

 

（2025 年 8 月時点、今後演題名等は変更の可能性もございます） 

 

10 月 11 日（土）  

 

ランチョンセミナー１  12：00～12：50                    

 

医療安全講習会     1５：３0～1６：３0   【共通講習（医療安全） ※申請中】 

「手術患者のアウトカムを決める因子は？～チーム医療の基礎を気軽に学ぶ～」 

座長：横浜市立大学 宮城悦子 

演者：横浜市立大学附属病院医療安全管理部 菊地龍明 

 

150 回記念地域活性化委員会企画 都県対抗 e-sports 大会     16：30～18：00    

※事前登録制セミナー 

 

若手口演                         

 

スポンサードセミナー１・２・３                              

 

若手優秀演題賞発表・表彰/情報交換会                    

 

 

  



１０月１２日（日）  

 

指導医講習会    8：00～9：00  【産婦人科領域講習（日産婦指導医講習会） ※申請中】 

「医療機関を標的としたランサムウェア攻撃について」 

座長：千葉大学 甲賀かをり 

演者：東京大学特命教授 小山博史 

 

教育講演    ９：１0～１０：１0   【共通講習（感染対策） ※申請中】                    

「ウイルス感染と関連したがんとその予防」 

座長：横浜市立大学 宮城悦子 

演者：帝京大学 長阪一憲 

 

 

シンポジウム１     10：２0～1１：５0    【産婦人科領域講習 ※申請中】 

【母体救命への取り組み 2025】 

座長：神奈川県立こども医療センター 石川浩史 

 

「母体救命における東京都の搬送システムの役割と問題点」 

演者：東京都立墨東病院 兵藤博信 

「栃木県および自治医科大学における周産期救急の現状と課題」 

演者：自治医科大学 高橋宏典 

「埼玉県における新しい周産期医療体制の構築を目指した取り組み」 

演者：埼玉医科大学 田丸俊輔 

「神奈川県における母体救命体制の現状と基幹病院の役割」 

演者：横浜市立大学附属市民総合医療センター 青木 茂 

 

 

シンポジウム２     1４：０0～1５：０0   【産婦人科領域講習 ※申請中】                   

【婦人科がんにおける薬物療法のコツ】 

座長：独立行政法人労働者健康安全機構横浜労災病院 松永竜也 

聖マリアンナ医科大学 久慈志保 

 

「難治性子宮頸癌の予後を改善するために何が必要か」 

演者：横浜市立市民病院 石寺由美 

「子宮体癌に対する免疫チェックポイント阻害薬治療の当院での経験について」 

演者：東海大学 間邊貴俊 

「初回治療で PARPi を投与した進行卵巣癌症例の治療成績とその臨床病理学的検討」 

演者：北里大学 古川正義 



「婦人科がん領域における薬物療法の Tips」 

演者：東京慈恵会医科大学 西川忠曉 

 

 

シンポジウム３     10：20～11：50  【産婦人科領域講習 ※申請中】 

【今知りたい！～子宮筋腫研究・臨床の最前線～】 

座長：横浜市立大学附属市民総合医療センター 浅野涼子 

 

「子宮筋腫研究の最前線を知る！―産婦人科医だからこそできる研究のススメ―」 

演者：千葉大学 石川博士 

「地方で目指す子宮筋腫診療の最“善”線：多様な選択肢で実現する患者中心の治療戦略」 

演者：長野赤十字病院 堀澤 信 

「子宮筋腫治療の最前線―遺伝子変異を軸に薬剤と手術を考える―」 

演者：横浜市立大学附属病院 永井康一 

 

 

ワークショップ１  10：２0～11：５0  【産婦人科領域講習 ※申請中】                          

【婦人科領域の低侵襲手術の進化】 

座長：東京医科大学 伊東宏絵 

横浜労災病院 大井由佳 

 

「産婦人科における腹腔鏡手術の進歩と進化―ラパロは生き残れるのか？―」 

演者：藤沢市民病院 片山佳代 

「vNOTES の進化と難所」 

演者：四谷メディカルキューブ 羽田智則 

「肥満患者でも安全に手術しよう」 

演者：筑波大学 志鎌あゆみ 

 

 

ワークショップ２     14：00～15：３0  【産婦人科領域講習 ※申請中】                      

【ノンメディカル卵子凍結】 

座長：東邦大学 片桐由起子 

 

「卵子提供について相談を受けたらどう説明する？～卵子凍結についての基本知識～」 

演者：東邦大学医療センター大森病院 梅村なほみ 

「ノンメディカルな卵子凍結の実際」 

演者：加藤レディスクリニック 竹島和美 

 



 

専攻医に伝えたい 1     14：00～15：０0                      

【胎児超音波】 

座長：昭和医科大学横浜市北部病院 市塚清健 

小田原市立病院 榎本紀美子 

 

「正常所見の解説 1」 

演者：横須賀共済病院 山本賢史 

「正常所見の解説 2」 

演者：横浜市立大学附属市民総合医療センター 伊集院昌郁 

「異常所見の解説」 

演者：神奈川県立こども医療センター 長瀬寛美 

 

 

専攻医に伝えたい２     14：00～15：０0                      

【臨床研究のススメ】 

座長：東海大学 平澤猛 

「臨床研究の進め方」 

演者：神奈川県立がんセンター 鈴木幸雄 

「はじめての統計」 

演者：自治医科大学 和田善光 

「症例レポートの書き方」 

演者：群馬大学 森田晶人 

 

 

災害対策企画：皆で考える災害医療    15：10～1７：１0  【共通講習（地域医療） ※申請中】                    

座長：横浜市立市民病院 倉澤健太郎 

横浜市立大学 板井俊幸 

 

「母子を守る災害医療―限られた時間と資源での優先順位判断とは―」 

演者：横浜市立大学救急医学/高度救命救急センター 竹内一郎 

「新 PEACE を用いた災害対策」 

演者：久留米大学 津田尚武 

「座談会」 

 

 

母体保護法指定医師研修会  14：30～17：30  【産婦人科領域講習】 

※事前登録制セミナー           



司会：北里大学産婦人科/相模原市医師会 落合大吾 

 

1．医療倫理（14：30～15：30） 

講師：聖マリアンナ医科大学客員教授/真和総合法律事務所顧問医師/ 

神奈川県医師会医事紛争委員 萩庭一元 

2．母体保護法の趣旨と適正な運用（15：30～16：00） 

講師：神奈川県医師会母体保護委員会委員 鈴木 真 

3．人工妊娠中絶 Up to date―母体の安全・安心を改めて考える―（16：00～16：40） 

講師：日本鋼管病院婦人科/日本産婦人科医会常務理事 石谷 健 

4．医療保険に関する諸問題（16：40～17：30） 

講師：日本産婦人科医会神奈川県支部支部長 和泉俊一郎 

 

共催：神奈川県医師会／日本産婦人科医会神奈川県支部／神奈川産科婦人科学会 

 

「母体保護法指定医師研修会受講証」の発行には，学会参加登録後に，マイページより事前登録， 

かつセッションの現地参加が必須となりますので，ご注意ください． 

 

一般演題                     

 

総会    13：１0～13：5５                            

 

ランチョンセミナー２・３・４・５・６・７                                 

 

スポンサードセミナー４  

 

 

 


